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印刷

10月号
第207号総務課編集愛媛県温泉郡重信町発行(1) 

町の

世帯数 6 ,777 

人口 21 ， 045

男 10 ， 112

女 10 ， 933

9 月 1 日現在

口人

、

• • 広報
。

恥血

ど
て
か
ぼ
ち
ゃ
カ
ー
ニ
バ
ル

九
月
九
日
、
田
窪
の

重
信
川
緑
地

公
園
で
「
ど
て
か
ぼ
ち
ゃ
カ
ー

ニ
バ

ル
」
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

カ
ボ
チ
ャ
を
通
じ
て
農
業
を
理
解

し
て
も
ら
お
う
と
、
重
信
町
農
業
後

継
者
協
議
会
が
主
催
し
て
い
る
も
の

で
、
今
回
で
六
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

出
品
さ
れ
た
カ
ボ
チ
ャ
は
、
北
海
道

を
は
じ
め
群
馬
、
山
口
と
全
国
各
地

か
ら
搬
入
さ
れ
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

約
六
百
個
が
会
場
を
色
ど
っ
て
い
ま

し
た
。

会
場
の
中
央
に
は
、
今
回
目
前
重量

(
百
八
十
キ
ロ
)
の
カ
ボ
チ
ャ
か
展

示
さ
れ
、
注
目
を
あ
つ
め
て
い
ま
し

J
'」
。

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
約
五

千
人
が
会
場
を
訪
れ
、
獅
子
舞
な
ど

の
郷
土
芸
能
や
バ
ザ
ー

、
シ
ン

テ
レ

ラ
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
催
し
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た

。

重
信
町
民
憲
章

一
、
わ
だ
く
し
た
ち
は
自
然
を
愛
し
、
花
と

は
帥
の
美
し
い町
を
つ
く
り
ま
す

。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
教
育
に
力
を
そ
そ
草
、
一

香
リ
高
い
文
化
の
町
を
つ
く
り
ま
す

。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み

健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す

。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
働
く
こ
と
に

喜
び
を

も
ち
、
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す

。

一

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
お
互
い
に
た
す
け
合

い
、
あ
た
た
か
い
心
の
か
よ
う
福
祉
の

町
を
つ
く
り
ま
す

。



(2) 

国

民

年

金

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料

ぷ、の'-1' し

険

報広

保康健民国
国民健康保険に加入している人は次の給付が受けられます。

f寸キ合なろし、ろL 、の保国

受けられる給付

保険診療が受け られ

その費用の 3 割は一

部負担金として医者

に支払ってもらい銭

り 7 苫1)を国保が負担

します。

ル
Tf
 国i呆を取扱っている

病院・診療所へ保険

証を提示

条σ〉そこんなとき

o病気になったとき

0 けカ4をしたとき

o 歯の治療

療
養
の
給
付

保
険
料
は
納
付
期
限
か
ら

二
年
た

つ
と
、
あ
と
で
納
め
た
く
て
も
納
め

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
決
め
ら
れ

た
期
日
ま
で
に
、
き
ち
ん
と
納
め
る

よ
、
つ
に
し
ま
し
ょ
、
っ
。

保
険
料
の
納
付
方
法
に
つ
い
て
は
、

口
座
振
替
に
よ
る
便
利
な
方
法
も
あ

り
ま
す
の
で
、

役
場
国
民
年
金
係

で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

。

六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満

の
方
は
任
意
加
入
で
き
ま
す

め入は
忘加で希六
れ入き望十
ががます歳
あ遅すれ以
つれ。ば上

てた 国六
年り 民十
金、 年五

を保 金歳
受険 に未
け料 任満
るの 意の
の納 加方

57 ， 000円を超えた分

は国保が負担します

(住民税非課税世帯

は、 31 ， 800円)

被保険者が同ーの医

療機関で同一月にか

かった費用に対し適

用

〔保険給付の対象と

ならないもの(差額

ベッ ト 等l)

0一人の人が 1 ヶ月

に一つの病院 ・ 診

療所に57 ， 000円

(住民税非課税世

帯は31 ， 800円)以

上の医療費を自己

負担して支払った

とき

額

療

高

養

E者

やむを得ない事情か

否かを審査のうえ

に
必
要
な
期
聞
が
不
足
す
る
方
は
、

任
意
加
入
し
て
期
間
を
満
た
せ
ば
年

金
が
受
給
で
き
ま
す
。

ま
た
、
年
金
を
受
け
る
権
利
は
満

た
し
て
い
る
が
、
保
険
料
の
未
納
期

間
が
あ
る
方
も
、
任
意
加
入
し
て
年

金
額
を
増
や
す
、
」
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
年
金
を
繰
り
上
げ
て
受

給
し
て
い
る
方
や
厚
生
年
金
保
険
、

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
は
加

入
で
き
ま
せ
ん
。

かかった費用につ

いて国保が審査決

定した額の 7 書1)が

あとで払いもどき

れます。

退職被保険者本人

は決定した 8 害1) 、

被扶養者は 7 害1)

(入院 8 書1)) が払

いもどきれます。

0旅行中の急病など

五| やむを得ない事情

療ぷ| で保険証を提出し
引 ないで医者にかか
い| ったとき
戻 1--------- -- -- -- - -- - -- - --- -- - --1
養剖 o基準看護でない病|医者の指示によるも
号| 院へ入院し、付き|の及ぴ事前に国保の
ら| 添い看護人をやと|承認が必要

費引 ったとき
湯ト ーー ーー…ー … --1 
全 1 0 コルセ ッ ト 等の補 |保険医の証明が必要

装具を作った時

助産費が支給されま

す。

葬祭費が支給されま

す。

0子どもが生まれた

とき

0被保険者が亡くな

ったとき

そ
の
他

問
日
週

n

t

の
~
康
日
健

η

炉
」
同
月

薬
叩

詳しくは役場住民課国保係にお尋ね下さい。

町立幼稚園児募集平成3年度平成2年度読書感想文募集要項

国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
ま
し

た
か
。
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
も
う

一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

老
後
や
万

一
の
と
き
、

一
番
た
よ

り
に
な
る
の
が
年
金
で
す

。

と
こ
ろ
が
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

あ
る
と
万

一
の
事
故
の
と
き
、
障
害

基
礎
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
る
ば
か
り
か
、
未
納
期
間
が

長
く
な
る
と
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す

。

寸

募集人員

o 1 年保育( 5 才児)
重信幼稚園 若干名、北吉井幼稚園

0 2 年保育( 4 才児)

重信幼稚園 105名、北吉井幼稚闇
入園資格
o 1 年保育( 5 才児)
昭和60年 4 月 2 日から昭和61年 4 月 1 日の聞に生まれた者

0 2 年保育( 4 才児)

昭和61年 4 月 2 日から昭和62年 4 月 1 日の間に生まれた者

入園手続

入国願書は教育委員会または、各幼稚園にありますか ら、 必

要事項を記入のうえ 、 それぞれの幼稚園に提出してくださし、

申請願書受付期間

平成 2 年10 月 1 日から 11 月 30 日まで

授業料等

幼稚園入園料 1 ， 030円

幼稚園授業料 4 ， 000円(月額)
詳しいことは下記へお問い合わせ下さい。

教育委員会 宮64-1500
重信幼稚園 合64-3092

北吉井幼稚園 ft64-5952 

若干名

70名

重信町教育委員会では町民の読書意欲を高
めるとともに、地域文化の向上を図るため次
のとおり読書感想文を募集します。
1.応募方法 町内在住の小・中・高校生及び

一般
400字詰原稿用紙5枚以内で l 人
1 点とします。
書名は指定しないが町内各小 ・
中・高等学校及び町立図書館に
ある図書とします。
平成 2 年10月 20 日仕)まで

重信町立図書館(小・中学校は学
校でまとめて提出して下さい。)

6.審査と入選 審査は選考委員が行います。
入選数は小学生の部 8 点 ・ 佳作
10点、中学生の部 3 点・佳作 4
点、一般の部 2 点・佳作若干

7.発表と表彰 入選作品は重信町読書感想文
集にて発表し、記念品を贈りま
す。

2 .応募用紙

3 . 課題図書

4.提出期限
5 .提出先

つ一一一一一ゴミは決められた日、場所へ出 しましょ



税
だ

土
地
や
建
物
を

売
っ
た
と
き
の
税

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
の
譲

渡
所
得
に
対
す
る
税
金
は
、
分
離
課

ぶのlγ し報広(3) 

よ

り

税
と
い
っ
て
給
与
所
得
な
ど
他
の
所

得
と
区
分
し
て
計
算
し
ま
す
。
さ
ら

に
売
っ
た
土
地
や
建
物
を
い
つ
か
ら

持
っ
て
い
た
か
に
よ
り
、
長
期
譲
渡

所
得
と
短
期
譲
渡
所
得
と
に
区
分
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
方
法
で
計
算
し

ま
す
。

0

譲
渡
所
得
の
税
金
の
計
算
方
法

長
期
譲
渡
と
短
期
譲
渡

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
年
の
一
月

一
日
現
在
で
、
そ
の
土
地
や
建
物
の

所
有
期
聞
が
五
年
を
超
え
て
い
れ
ば

長
期
譲
渡
に
、
五
年
以
下
な
ら
ば
短

期
譲
渡
に
な
り
ま
す
。

取得費

取 売った土地や建物を買

得 ト一一
い入れたときの購入代金

(鐙物は減価償却費相当 l 

費
額控除後の金額)や鱗入

手数料などの合計です。

ト一一一一一
実際の取得費が分から

ないときや実際の取得費

譲 よりも譲渡価額の 5 %の

渡 方が多いときは、 譲渡価

譲 費
客員の 5 %を取得費とする

用
ことができます。

ト一一一一一

渡 特 土地や建物を売るため

5.I1J 
に直接支出した費用で、

控
次のようなものです。

①仲介手数料
除 ②測量費用

価
③立退料

一 ④建物を壊して土地を

売ったときの取岐し

費用など

課

額 税
特別控除

(普通の場合)

譲 長期譲渡所得 100万円

短期譲渡所得 なし

渡 (特別の場合)

所
0 自分の住んでいる家屋

と土地を売ったとき

得
3 ， 000万円

0収用などのとき

3 ， 000万円

(平成2年分は5 ， 000万円)

o その他

税額の計算方法

①長期議渡所得の税額計算

①唱車税d童i度所得が4 ， 000万円 までの とき

| 課税|譲酬|得
| 所得税|住民税

20% 6 % 

@課税議~主所得が4 ，000 )j ll~ を必える と き

800万円+(課税識波所得- 4.0∞万円) x25% 

4B 

課税I ð婁渡所|得 | 

|所得税 | 住民税 l

t 
240万円+(課税液波所得 - 4 . 000万円) X7.5% 

②短期譲渡所得の税額計算

次ののと@の どち ら か多い矧

( | 諜 |税 J寒波所|得
| 所得税 |住民統

40% 12% 

@ <@一@) x 110% =所得税(住民税)

@= <その{也の課税所m([D+課税譲渡
所得一 50万円) x 税率c0

@=その他の蹴;frí~伍Dx税率恒三〉

笹D その他の諜紛れ辱とは 事業所得や給与所得
などの総所得から配偶者役除、配偶者特別筏除、扶養

鐙除、基礎控除、保険料鐙除な ど を差し gll 、た額です。

控除綴は所得税と住民税と で異なります。

税率は 、 所得税(住民税}の税率です。@)  

ばホ全費水のようなものといえます。

惨さまざまな催しが行われる「税を知る週間」

国税庁が毎年11 月に催す「税を知る週間」

, は、こうした税の大切さを国民の皆さんに改

めて考えていただき、その意義、役割などを正し

く理解していただくためのものです。

今年の「税を知る週間」 は、 11 月 11 日(日)から 17

日仕)まで。 この期間、全国各地で、サラリーマン

や主婦、児童 ・生徒などを対象とした「租税教室」、

税務署長など税務行政の第一線で働く人たちが身

近な税を取り上げて話す講演会、デパートや繁華

街での税に関する資料展示などを行います。

このほかにも、一人一人の暮らしと税とのかか

わりを具体的に理解していただけるような催しを

企画しています。 ぜひこれを機に、税に一層関心

をもっていただきたいと思います。

高穣隼1'59万8干円
平成 2 年度のわが国の予算は66兆 2 ， 368 億

円 。 このうち、約88%がわたしたちが納めた l' 

税金でまかなわれています。 日

税金は、国民が豊かで・安定した暮らしを送るた

めに、国や地方公共団体が行う活動の大切な財源

です。

砂税金は共同社会のホ会費、

例えば、次代の日本を背負う若者を育てるため

に、国や地方公共団体が負担した教育費は、昭和

62年度の実績でみますと、公立学校の児童 ・ 生徒

l 人当たり、小学生で53万 9 千円、中学生で57万

1 千円、高校生で59万 8 千円となっています。

このように、広くわたしたちの生活の維持向上

に使われる税金は、共同社会を営むための、いわ

つ一一一一一一一水を大切に しまし ょ



(4) ぶの'1' し幸良広

平
成
三
年
度
町
立
保
育
所
入
所
案
内

児童委員名簿• 民生

後
で
あ
る
。

凶
長
期
に
わ
た
り
病
人
等
の
同
居

の
親
族
を
い
つ
も
介
護
し
て
い
る
。

間
家
庭
の
災
害
復
旧
に
当
た
っ
て

い
ヲ
令。囚

間
閉

申
請
書
は
、
各
地
区
の
民
生
児
童

委
員
宅
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
民
生
児
童
委
員

(
左
表
の
と
お
り
)
に
提
出
し
て
下

支
」
い
。囚

開
制
阿
]

平
成
二
年
十
一
月

一
日
か
ら
十

一

月
三
十
日
ま
で

同
門
間
凶
山

各
家
庭
の
課
税
状
況
等
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
厚
生

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

宮
六
四
|

ニ
O
O

一

(
内
線二
五

一
一)愛媛県立第一養護学校

文化祭のお知らせ

日時 11 月 3 日 (土)文化の日

内容 0芸能発表… 9 時-11時

0作品展示… 9 時-13時30分

O PTAバザー・・ .11時一 13時30分

※御来校をおまちしています。

ー
!

日
月
初
日
ま
で
に
申
し
込
み
を
|
|

保
育
所
は
、
保
護
者
の
い
ず
れ
も
度
の
申
請
が
必
要
で
す。

が
働
い
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
病
気
凪
間
閉

な
ど
の
た
め
家
庭
で
十
分
保
育
を
受
保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
、
次
の
理

け
る
こ
と
の
で
き
な
い
幼
児
を
保
育
由
の
た
め
家
庭
で
の
保
育
に
欠
け
て

す
る
施
設
で
す
。
お
り
、
原
則
と
し
て
平
成

二
年
四
月

町
立
保
育
所
は
、
現
在
五
ヶ
所
あ

一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
子
供
。

り
約
四
百
人
の
子
供
た
ち
が
元
気
に
(
満
一
歳
に
な
る
と
入
所
が
で
き

通
っ
て
い
ま
す

。

ま
す
の
で
、
希
望
の
あ
る
方
は
あ
ら

平
成
三
年
度
も
次
の
よ
う
に
入
所
か
じ
め
申
請
を
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
)

の
受
付
を
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
山
昼
間
に
家
庭
外
で
働
い
て
い
る
。

に
申
請
し
て
下
さ
い

。
現
在
通
っ
て

ω
畳
間
に
家
庭
内
で
子
供
と
離
れ

い
る
幼
児
、
ま
た
申
請
し
て
い
て
ま
て
働
い
て
い
る
。

だ
入
所
で
き
て
い
な
い
幼
児
も
新
年
間
病
気
・
心
身
障
害
者

・

産
前
産

F 氏 宇， {七 所 電話番号 担当地区

| 山之内 ';'-','1 11 ~i信 山之内1490 64 -8969 !日山之内校区

手UUI 尚治 11 620 64 -0684 旧北吉井校区

;J良部i rt� 樋rJ242 64 -6761 上地l?i
樋 1] 

J1J 中アツ了 11 1193 64 -6657 下地区

氏家武』住 t黄河原 184 64 -2626 鉄道より西地区

銀道より東で
ノド Hl トモ f 11 1334 64-2114 

横iiiJ原 伊予銀より北地区

鉄道より東で
藤|前l 政H育 11 286-4 64 -3304 

伊予銀より l有地区

南地区(志津川
近藤 )j~ ,G; ;*)111303 -27 64 -0592 

ぷ;~)II
団地，愛大官舎)

*口栄子 11 634 64 -2432 北地区

久保道夫 11 1766 64 -9968 八反地地区

和剖美智子 両附42 64 -6370 本村地区

奥村駿策 11 1340-2 64 -6292 上原以西
凶|首l

{岳磨台 ・ 上樋 ・ l 
向月純子 守二 j自11823 -14 64 -9252 

鉄道より 北地区

桑名高女: 見奈良801 -3 64 -2987 県道より北地区
見五号tミ

i也川恵子 11 403-1 64 -3627 11 I菊地区

高須賀トシエ Hl ;笠 1337 64 -3658 L ・|布地区

川;~ t良部 i込減 11 1550 64 -8052 中・北地区

近藤淳{- 11 2012 -1 64 -6874 回復団地

大北 為義 !j.洲 1502 64 -8767 楓池地区

大関忠良 11 695 64 -8674 牛洲本郷地区

牛沸l 牛湖団地 l棟- 29棟 ・
Jf:門新孝 11 983 64 -8655 

バイパスー鉄道閉

八木史美 11 773 64 -8665 牛湖団地 30!東 -40僚

l有野Fl I 明賀 多)t 南野間258 64 -3737 I有野回全地区

安井 干 北野間252 64 -8586 本郷地区・北野台団地
~t好 HJ

八塚 公 11 630 64-8372 新村地区・天神地区

iJîE部隆明 上林甲76 64 -8988 上地区
J 林

波部茂義 11 3267 64 -6319 f!也区

野中民夫 下林申1453 64 -6279 上地区
ド ネ本

竹村義ー ー 11 2862 64 -2732 F地区

上村 石九 ~ ". 村甲660-2 64-3217 上村全地区

寝
た
き
り

独
居
老
人
慰
問• 

九
月
十
四
日
、
敬
老
会
を
前
に
し

て
重
信
町
婦
人
団
体
(
と
も
し
ぴ
母

親
ク
ラ
ブ
・

日
赤
奉
仕
団
・
母
子
寡

母
福
祉
会
・
婦
人
会
・

農
協
婦
人
部
)

の
み
な
さ
ん
が
、
寝
た
き
り
・

独
居

老
人
の
慰
問
を
行
い
ま
し
た

。

今
年
も
、
お
菓
子
と
一
緒
に
小
学

校
一
年
生
の
か
わ
い
ら
し
い
絵
と
中

学
校
一
年
生
の
手
紙
を
手
渡
し
ま
し

た
。
昨
年
の
慰
問
以
来
、
文
通
が
続

い
て
い
る
お
年
寄
り
も
あ
り
、
こ
の

慰
問
を
楽
し
み
に
待
っ
て
お
ら
れ
る

ご
様
子
で
し
た

。

。人
u 

つ 一一一一一一一シートベルトは正しく着用 し ま し ょ



(5) 広報 しげ のぶ

平成 2年度住民結核検診
二次検診のご案内

7 月に実施しました、住民結核検診を、都合で受

診されなかった方は、下記の日程で、住民結核検診・

二次検診を行L、ますので受診して下さい。

平成2年度住民結核検診・二次検診日程表

月 日 受付時間 士暴 所

9 : 00-9 : 20 上林公民館

9 : 40-10 : 00 下林集会所

10: 10-10: 30 上村公 民館

11 月 13 日 10 : 50-11 : 40 重信町民会館

éぬ 13 : 10-13 : 30 田窪団地公民館

13 : 40-14 : 20 田 窪公民館

14 : 40-15 : 10 牛決IJ yムz担、、 民館

15 : 20-15 : 40 南野田集荷場 |

9 : 10-9 : 20 山之内公民館

9 : 30-9 : 40 山之内井口公民館 l

9 : 50-10 : 10 樋 口 公民館

10 : 20-11 : 00 横河原公民館
11 月 16 日

志津 川 公民館11 : 10-11 : 40 
後)

西 岡 Fふ手」、、 民館13 : 10-13 : 30 

13 : 40-14 : 00 播磨台団地公民館

14 : 10-14 : 50 牛測団地第一集会所

15 : 10-15 : 30 新村公民館

離乳食学級
赤ちゃんは、生後 5 ヶ月を過ぎた頃から母乳・ミ

ルクだけでは栄養に不足が出てきます。 また、赤ち

ゃんはこの頃から食べ物に対して興味を持ち始めま

す。

離乳食は、不足する栄養を補い幼児食へと移行し

ていくための準備食です。

離乳食の大切さと進め方を学ぶ場として、ぜひご

参加 F さし、。

日時 10月 29 日 (月 ) 13:30-15:30 

場所 町民会館

対 象 平成 2 年 2 月、 3 月生まれ

担当 栄養士、保健婦

料 金 無料

持参品 母子手帳

内 容 7 ・ 8 ヶ月の心身発育・発達について

予防接種について

神経芽細胞腫について

離手し食の進め方、試食など

胃がん検診について
9 月に実施しました胃がん検診を、都合で受診さ

れなかった人や、今年未受診の人は、 下記のとおり

胃がん検診を実施しますので受診して下さい。

対 象 40才以上の住民

(今年胃がん検診を受けた人は除く)

日 程 11 月 9 日後)

11 月 17 日 (土)

受付時間 午前 8 時40分~午前10時

場 所 町民会館

料 金 本人負担 500円

(町負担. 3 ， 200円)

受診できない人

①胃の病気で治療中の人

②胃の手術を受けた人

③妊娠中の人

※①②の人は、かかりつけの病院で定期検

診を受けて下さい。

申し込み方法

保健婦まで直接申し込んで下さい。

宮64-2001 (内線311 、 3 1 2) 申し込みを

された方には検診が近つ‘きましたら、問

診票等を送付します。

検診結果 約 1 ヶ月後、受診者全員に通知します。

子宮頚がん検診について
6 月から 7 月にかけて実施しました子宮頚がん検

診を、都合で受診されなかった人や、今年未受診の

人は、下記のとおり子宮頚がん検診を実施しますの

で受診して下さい。

対 象 30才以上の女性

(今年子宮顎がん検診を受けた人は除く)

日 程 11 月 9 日 後)

受付時間 午後 I 時-2 時

場 所 町民会館

料 金 本人負担 400円

(町負担ー 2 ， 670円)

申し込み方法

保健婦まで直接申し込んで、下さい。

ft64-2001 (内線311 、 312) 申し込みを

された人には、検診が近つ弓ましたら、

問診票等を送付します。

検診結果 約 1 ヶ月後、受診者全員に通知します。

今回は、手しがん検診はありません。



(6) 

人
と
犬
と
の
聞
の
疾
病

ー

l

犬
姻
虫
症
|
|

愛媛大学医学部

教授

西田弘

ぶ

重
信
町
は
水
が
豊
富
で
|
水
質
は

飛
切
り
上
等
で
は
な
い
と
し
て
も

|

住
み
や
す
い
所
で
あ
る
。
そ
し
て
老

後
も
こ
の
町
で
過
し
て
も
良
い
と
思

う
程
で
あ
る
。
し
か
し

、
こ
と
犬
に

つ
い
て
の
行
政
は
今
一
つ
と
思
わ
れ

る
。
犬
の
糞
は
道
路
の
そ
こ
こ
こ
に

転
が
っ
て
い
る
し
、
糞
の
始
末
を
す

る
用
意
も
し
な
い
で
平
然
と
犬
の
散

歩
を
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
不
用
に

な
っ
た
犬
は
ど
こ
に
で
も
す
て
、
は

な
し
飼
い
に
す
る
。
行
政
で
は
な
く

て

一
部
町
民
の
犬
に
対
す
る
認
識
が

不
足
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
折
角
機
会
を
与
え
ら
れ
た

の
で
、
人
と
犬
と
の
聞
に
存
在
す
る

疾
病
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

そ
の
中
で
日
本
で
一
番
重
要
な
も

の
は
多
包
条
虫
症
(

エ
ヒ
ノ

コ

ッ
ク

ス
)
で
あ
ろ
う
。

北
海
道
で
は
ほ
ぼ

全
道
に
拡
が
っ
て
い
る
が
、
幸
な
こ

と
に
四
国
で
は
見
ら
れ
な
い
。
主
と

し
て
肝
臓
に
寄
生
し
、
外
科
的
に
手

術
を
す
る
以
外
に
治
療
法
は
な
い
。

四
国
で
見
ら
れ
る
重
要
な
も
の
の

一
つ
は
表
題
に

掲
げ
た
犬
姻
虫
症
で

のt-Y し幸良広

あ
る
。
こ
れ
は
子
犬
の
腸
管
に
寄
生

す
る
ご
く
普
通
の
寄
生
虫
で
あ
る
。

犬
の
糞
に
五

|
一
O
糎
ぐ
ら
い
の
白

い
線
状
の
虫
が
出
て
い
る
の
を
見
た

こ
と
の
あ
る
人
も
多
い
と
思
う
。
成

犬
に
な
る
と
寄
生
で
き
な
く
な
っ
て

排
出
さ
れ
る
。
雌
成
虫
が
寄
生
し
て

い
る
と
、
糞
に
虫
卵
が
出
て
く
る
。

そ
し
て
暫
ら
く
す
る
と
成
熟
卵
と
な

り
感
染
力
を
持
つ
よ

う
に
な
る
。
好

条
件
の
下
で
は

一
年
以
上
も
感
染
力

を
持
っ
た
ま
ま
で
い
る
。
こ
の
虫
卵

を
子
犬
が
食
べ
る
と
生
活
環
が
完
成

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
誤
っ
て
人
が

食
べ
る
と
犬
姻
虫
症
を
発
症
す
る
こ

と
と
な
る
。
最
も
危
険
な
場
合
を
あ

げ
る
と
、
公
固
な
ど
の
砂
場
に
子
犬

を
連
れ
て
行
っ
て
糞
を
さ
せ
る
。
暫

く
た
っ
て
か
ら
、
子
供
が
そ
の
砂
場

に
遊
び
に
行
っ
て
か
ら
後
、
十
分
な

手
洗
い
を
し
な
い
で
お
菓
子
な
ど
を

つ
ま
ん
で
食
べ
る
。
そ
う
す
る
と
虫

卵
は
子
供
の
口
に
入
る
。

口
か
ら
入
っ
た
虫
卵
は
や
が
て
、

腸
で
僻
化
し
て
幼
虫
と
な
り
、
腸
壁

に
侵
入
し

、
血
流
に
よ
っ
て
体
内
の

諸
器
官
に
運
ば
れ
る
。
そ
し
て
い
ろ

い
ろ
な
場
所
で
炎
症
を
起
こ
す
。
主

要
な
症
状
は
発
熱
、
肝
腫
、
脳
炎
な

ど
で
あ
る
。
ま
た
眼
に
寄
生
す
る
と

眼
痛
、
視
力
減
退
、
失
明
な
ど
を
起

こ
す
。
特
別
な
治
療
法
は
な
く
、
予

防
に
留
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

即
ち
、
子
犬
を
飼
う
場
合
は
獣
医
師

に
相
談
し
、
駆
虫
す
る
こ
と
を
お
勧

め
す
る
。
犬
の
糞
は
す
ぐ
ポ
リ
袋
に

入
れ
て
始
末
す
る
こ
と
、
土
を
い
じ

っ
た
後
は
石
け
ん
で
十
分
子
を
洗
う

こ
と
な
ど
が
大
切
で
あ
る
。

他
に
も
、
人
と
犬
と
の
聞
に
起
き

る
共
通
の
疾
病
は
沢
山
あ
る
が
、
減

っ
て
い
る
の
は

人
を
主
要
な
宿
主
と

す
る
寄
生
虫
で
あ
っ
て
、
動
物
を
主

要
な
宿
主
と
す
る
寄
生
虫
は
減
っ
て

い
る
も
の
も
あ
る
が
、
む

し

ろ
増
え

て
い
る
も
の
も
多
い
。

人
へ
の
感
染

が
起
き
て
か
ら
慌
て
る
の
で
は
な
く

て
、
平
素
か
ら
の
予
防
が
大
切
で
あ

る
。
と
く
に
犬
を
飼
っ
て
お
ら
れ
る

方
々
に
は
、
他
に
迷
惑
を
掛
け
な
い

よ
う
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
お
願
い

し
た
い
。

教

同
和
育

人
権
に
つ
い
て
思
う

人
権
と
は
、
人
聞
が
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
持
っ
て
い
る

固
有
の
権
利

で
あ
り
、
ま
た
、
い
か
な
る
人
間
で

も
幸
せ
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う

資
格
の
こ
と
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

今
朝
、
産
声
を
あ
げ
生
ま

れ
た
赤

ち
ゃ
ん
は
、
当
然
、
体
の
大
き
さ
、

食
べ
物
、
考
え
方
等
々
で
大
人
と
は

異
な
り
ま
す
が
、
た
だ
一
つ
、
大
人

と
同
じ
も
の
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
き

た
の
で
す
。
こ
れ
が
人
権
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

人
聞
の
ふ
叩
は
地
球
よ
り
重
い
、
と

い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
私
達

一
人

一

人
は
、
老
若
男
女
を
と
わ
ず
個
人
と

し
て
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
が
、
民
主
主
義
の
根
元

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
す
べ
て
の

人
が
互
い
に
尊
重
し
A
弓
え
る
世
の
中
、

一
人

一
人
が
本
当
に
生
ま
れ
て
来
て

よ
か
っ
た
と
思
え
る
世
の
中

:
:
・

こ
の
よ
う
な
社
会
の
中
で
こ
そ
、

人
権
が
保
障
さ
れ
幸
せ
に
生
き
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

毎
日
、
多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
て

い
る
私
達
は
、
つ
い
無
意
識
の
う
ち

一
O

人
を
軽
蔑
し
た
り
、
侮
辱
し
た
…

り
、
馬
鹿
に
し
た
り
し
て
は
い

…

な
い
で
し
ょ
う
か
・
:
〈

人
間
の

…

尊
厳
を
傷
つ
け
る
こ
と
〉
・
:

一

一

O

人
を
仲
間
は
ず
し
に
し
て
い
な
一

い
で
し

ょ
う
か
・
:
〈
人
間
の
平

一

等
を
侵
害
す
る
こ
と
〉
・
:

一
O

人
を
い
じ
め
て
は
い
な
い
で
し

一

ょ
う
か
:

・

〈
人
間
の
自
由

を
奪

一

、
つ
こ
と
〉

こ
れ
ら
が
、
差
別
で
あ
り
人
権
を

侵
す
、
」
と
に
な
る
わ
け
で
す

。

そ
こ
で
、

毎
日
の
生
き
方
の
中
で

右
に
述
べ
た
よ
う
な
行
為
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ま
た
、
さ
れ
た
人
の

心
の

痛
さ
を
わ
か
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か

。

こ
れ
ら
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
考

え
合
う
学
習
の
場
|

|
人
権
講
座
ー

を
毎
月

一
回
聞
い
て
い
ま
す

。

七
月
に
開
設
し
て
か
ら
毎
回
た
く

さ
ん
の
方
々
の
参

加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
次
に
十
月
の
講
座
の
ご
案

内
を
し
、
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

第
四
回
重
信
町
人
権
講
座

O

日
時
十
月

二
十
六
日
(
金
)

午
後
七
時
三
十
分

重
信
町
民
会
館

広
見
町
坂
本
市
郎
氏

私
の
歩
ん
で
来
た
道

O

会
場

。

講
師

O

演
題

健康づくり料理講習会
qll~.満を防ぐために」

「肥満を防ぐためにJ というテーマで、実習を中心

とした料理講習会を開催します。
おいしく食べて、上手なカロリ -f買取をするため

に、楽しみながら料理をしてみませんか。

多数の方の参加をお待ちしています。

日時 11 月 5 日 (月)

午前10時-12時30分
間窪公民館

無料
健康手帳・ エプロン・タ y パーもあれば便

利です。

その他 希望者には、血圧測定も行、、ます。

場所

料 金

持参品

一大会

平成2年11 月 4 日 (日)

午前 9 時-12時

町民会館(集会)

- 親子組(小学生以下を含む家族)

・ 一般組(中学生以上)

- 小学生女子組( 4 年生以上)

・ 小学生男子組( 4 年生以上)

グループは、 3 - 5 名で編成

当日または電話で 合64-1500 社会教育課

重信町歩行ラ

時

場所

クラス

日

一一→丙気見舞いのお返 しを廃止しましょう 一一一

イサ受
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共平
成
二
年
十
月
中

愛媛県立東温高等学校

犬
の
危
害
防
止
対
策
月
間

十
月
一
日
i

十
月
三
十
一
日

最
近
、
犬
に
つ
い
て
の
苦
情
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
飼
主
は
左
記
の

七
訓
を
守
っ
て
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ

、
「
ノ
。

O

安
易
な
気
持
ち
で
飼
う
な
、
死
ぬ

ま
で
飼
う
覚
悟
を

O

運
動
、
散
歩
は
ヒ
モ
つ
き
で

O

「
フ
ン
」
の
始
末
は
飼
主
の
責
任

O

あ
な
た
に
は
愛
犬
で
も
、
他
人
に

は
邪
魔
も
の

O

可
愛
い
い
子
犬
も
末
に
は
猛
犬

O

安
易
な
同
情

、
犬
害
の
も
と

O

子
供
に
も
、
犬
の
正

し
い
飼
い
方

教
育
を

1 - 2 名

学校警備員
学校の警備及び電話の応対

宿日直 l 回 4.060円

土曜半日直 l 回 2.030円
雇用保険のみ

平成 2 年12月 l 日より

宿直 17時-8 時15分 5 回巡視

(この間 7 時間30分程度の休憩
を含む)

日直 8 時-17時 3 回巡視

土曜半日直 12時15分 -171侍

2 回巡視

l ヵ月に20 日程度

( 2 日勤務 l 日休みの輪番制)

無戦又は筈備員の勤務に支障のない職

業に従事しているもの

心身とも健康で、 65歳未満の男子

日直については65歳未満の女子も可

履歴書(市販の用紙可)

健康診断書(保健所又は病院で実胞の

もの)

愛媛県立東温高等学校 事務室

担当永江又は宮内まで 宮古4-24∞

募集人員

職種
験務内容

待遇

険
間
信
晴

期
畑

用
伊

保
雇
勘

勤務回数

採用条件

提出書類

問合せ先

水
の
事
故
防
止

入
選
作
文
の
発
表

東
温
消
防
本
部
で
は
、
重
信

・
川

内
の
教
育
委
員
会
と
共
催
で
、
「
水

の
事
故
防
止
」
に
関
す
る
作
文
を
募

集
し
、
各
小
学
校
か
ら
六
十
編
の
作

文
が
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
町
内
の
入

選
は
次
の
と
お
り
で
す
。

北南峰|
11 士士|

昇昇川|
上拝北 南富良

吉川書|

林志井 井川|
11 11 

北
川吉

井

拝
志

t

林

高門佐高神森新蟹首
須
賀野

玉青久 山尾鳥今岡渡鎌

田多伯矢江藤井弁保内山谷井田部田

剛由慶要絵仁浩美教

寛'
少

立
す

ι
b
1
 

香
世
子圭里也美H布織

j少亜尚純絵

北吉井小

門多由恵

皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
、
あ
た

た
か
い
ご
協
力
に
よ
り
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
る
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

が
、

今
年
も
全
国
一
斉
に
行
な
わ
れ

ま
す

。
共
同
募
金
に
よ
り
、
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
善
意
は
、
県
下
の
地
域

福
祉
活
動
の
発
展
や
、
社
会
福
祉
施

設
の
充
実
に
大
切
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。戸

別
募
金
に

つ
い
て
、
お
世
話
人

の
方
が
お
宅
に
伺
い
ま
し
た
節
は
、

ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

期
間

水
の
事
故
防
止

志恵子

「
あ
つ
あ
ぶ
な
い
。
と
思
っ
た
ら
、

も
う
そ
の
時
に
は
お
そ
い
の
よ

U
と

は
、
お
母
さ
ん
が
、
わ
た
し
た
ち
に

よ
く

言
い
聞
か

せ
る
言
葉
で
す
。
わ

た
し
が
一
年
前
ま
で
住
ん
で
い
た
家

の
う
ら
に
は
、
大
き
な

川
が
流
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
よ
く
魚
を
取

っ
た
り
、

水
遊
び
を
し
た
り
し
て
遊

ん
で
い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
こ
は
急

に
川
が
深
く
な
っ
た
り
、
こ
け
で
足

が
す
べ
っ
た
り
す
る
と
こ
ろ
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
だ
け
で

遊
ん
で
い
る
と
、
お
母
さ
ん
や
近
所

の
お
ば
さ
ん
た
ち
に
お
こ
ら
れ
ま
し

た
。
で
も
、
な
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、

注
意
さ
れ
て
も
だ
い
じ
よ
う
ぶ
だ
と

思
い
、
入
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
お
母
さ
ん

が
、
と
っ
て
も
ま
じ
め
な
顔
を
し
て
、

「
ゆ
だ
ん
し
た
ら
、
大
変
な

事
故
に

な
っ
て
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い

こ
と
に
な
る
ん
だ
よ
。
自
分
の
体
は
、

自
分
で
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
よ
日

と
、
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
は
、
子
ど
も
だ
け
で

川
で
遊
ば
な

い
よ
う
に
な
っ
た
し
、
妹
た
ち
や
ほ

か
の
友
だ
ち
に
も
注
意
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

里美輔愛一尚

重
信
町
に
ひ
っ

こ
し
し
て
き
て
も
、

よ
く
川
や
池
の
そ
ば
で
き
け
ん
と
い

う
立
て
ふ
だ
が
あ
る
の
を
見
ま
す
。

そ
れ
を
も
っ
と
ふ
や
し
て
、
小
さ
な

子
ど
も
で
も
、
読
め
る
よ
う
に
、
ひ

ら
が
な
で
、
大
き
な
字
で
書
く
の
も
、

一
つ
の
防
止
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
三
才
く
ら
い
ま
で
の

小
さ
な
子
ど
も
は
わ
け
が
わ
か
ら
な

い
の
で
、
大
人
が
か
な
ら
ず
つ
い
て

目
を
は
な
さ
な
い
よ
う
に
し
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
ょ
う
ち
え

ん
か
ら
上
に
な
っ
た
ら
、
自
分
で
注

意
す
る
よ
う
な
し
っ
か
り
し
た
心
を

も
つ
こ
と
が
、
い
ち
ば
ん
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
わ
た
し
の
家
で
は
、

二

才
の
弟
の
た
め
に
お
ふ
ろ
や
せ
ん
た

く
機
の
水
を
た
め
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
て
い
ま
す
。
い
く
ら
注
意
し
て

も
、
あ
ぶ
な
い
こ
と
は
、
ま
だ
ま
だ

あ
る
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
見
な
お
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
テ
レ

ビ
や
新
聞
で
、
か
わ
い

そ
う
な
ニ
ュ
ー

ス
を
見
た
り
、
聞
い

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
び
に
、
む
ね
が
「
ド
キ
ン

U
と
し

て
、
い
や
な
気
持
に
な
り
ま
す
。
も

う
、
か
わ
い
そ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
は
見

た
く
な
い
で
す
。
き
け
ん
と
か
い
た

立
て
ふ
だ
や
ロ
ー
プ
が
し
で
あ

っ
て

も
子
ど
も
は
ゆ
だ
ん
し
て
入
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
自
分
の
妹

や
お
友
だ
ち
だ
け
で
な
く
、
全
然
自

分
の
し
ら
な
い
子
ど
も
で
も
そ
の
場

で
注
意
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
み
ん

な
で
み
ん
な
を
守
り
た
い
で
す
。



(お)

成
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

横
河
原
が
二
年
連
続

ア
ベ
ッ
ク
優
勝

ぶ

二
十
六
回
目
を
迎
え
た
重
信
町
成

人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
九
月

二
日

ト
レ
ー
ニ

ン
グ

セ
ン
タ

ー

他
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

男
女
と
も

二
十
分
館
が
参
加
し

、

実
力
伯
仲
の
熱
戦
を
く
り
広
げ
た
結

果
、
横
河
原
分
館
が

二
年
連
続
ア
ベ

ッ
ク
優
勝
し
ま
し
た
。

上
位
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
子
優
勝
横
河
原

準
優
勝
見
奈
良

第
三
位
志
津

川

の'f' し

女
子

優
勝

準
優
勝

第
三
住

田牛横
河

窪 j刻原

幸良広

J主伐女』弓矢
ー
郷
土
の
歴
史
探
訪
|

「
重
信
史
談
」
九
号
を
発
行

重
信
史
談
会
(
武
智
成
彬
会
長
)

が
こ
の
ほ
ど
「
重
信
史
談
」
第
九
号

を
発
行
し
ま
し
た
。
今
号
も
バ
ラ

エ

テ
ィ

ー

に
富
ん
だ
記
述
や
論
考
で
い

ろ
ど
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
山
之
内
阿
歌
古
混
谷
の

こ
と
は
知

っ
て
い
て
も
、
往
時
、
こ

こ
に
水
車
を
動
力
に
し
た
製
材
所
が

あ

っ

た
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か

。

従
業
員
も
多
く
約

二
十
戸
、
百
人
ほ

ど
が
こ
こ
に
住
み
つ
き
、
製
材
や
炭

焼
き
で
生
計
を
立
て
て
い
た

。

小
学

校
の
分
校
も
あ
り
、
こ
こ
で
つ

く
ら

れ
た
坑
木
や
木
炭
を
馬
の
背
に
つ
け

て
束
子
市
方
面
に
向
か
う
馬

子
さ
ん

の
査
も
見
か
け
ら
れ
、
と
き
に
は
馬

の
首
に
つ
け
た
鈴
の
昔
も
聞
こ
え
て

|

。

そ
ん
な
時
代
も
あ

っ
た
と
い
う

。

こ
れ
を
現
地
取
材
、
執

筆
し
た
の
が

渡
部
正
寿
さ
ん
の

「
山
之
内
阿
歌

古

渓
谷
水
市
遺
構
と
そ
の
問
辺
」
で
す
。

ま
た

、
西

岡
焼
に
つ
い
て
、
あ
る

程
度
の
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
、
西

岡
窯
に
い
た
肥
前
の
陶
工
樋
口
富
蔵

の
こ
と
を
知

っ

て
い
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
波
り
職
人

富
蔵
の
足
ど
り
を
追

っ

て
土
佐
の
能
茶
山
ま
で
訪
れ
た
の

が
武
智
成
彬
さ
ん
の
論
考
「
窯
談
雑

記
|

西
岡
古
窯
推
理
前
後
の
こ
と
な

ど
」

で
す
。

そ
の
ほ
か
、
下
林
浄
土
寺
と

一
遍

上
人
に
つ
い
て
歴
史
的
な
ラ
イ
ト
を

あ
て
た
別
府
頼
雄
さ
ん
の
「
郷
土
の

歴
史
誕
生
・

一
遍
上
人
ゆ
か
り
の
浄

土
寺
」
、
写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
掲
載

し
な
が
ら
解
説
し
た
高
橋
大
蔵
さ
ん

の
「

重
信
町
内
の
宝
陸
印
塔
・
そ
の

造
立
年
代
の
推
定
と
課
題
」

な
ど
が

あ
り
、
思
い
出
的
な
記
述
と
し
て
は

池
川
良
三
さ
ん
の
「
大
正
農
村
の
少

年
た
ち
」
、
井
上
龍
雄
さ
ん
の

「

ふ

る
さ
と
回
顧

」

、
土
田
倍
さ
ん
の

「

田
窪
人
物
小
伝

・

東
俊
造
」

な
ど

が
あ
り
ま
す

。

い
ず
れ
も
興
味
深
く

、

読
書
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
い

え
ま
す

。

A

五
判
・

百
円。
・

頒
価
七

百
七
十
円
、
申

し
込
み
先
は

重
信
町

立
歴
史
民
俗
資
料
館
内
重
信
史
談

事
務
局
ま
で

。

4・ t ， 't.l ; 

くらしと税金展
11 月 9 日 (金1---- 14 日 (水)

高松国税局、松山税務署の主催に
より「くらしと税金展」 を開催しま
す。お気軽にお立寄り下さい。
場所 いよてっそごう

4 階

TAX電話相談
パネル展など

.,." 

合内

十
三
件
発
生
し
、

二
百
十
七
人
が

発
病
、
四
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す。

毒
き
の
こ
の
見
分
け
方
に
つ
い

て
、
縦
に
裂
け
る
も
の
は
大
丈
夫

釦
翫
と
い
う
さ
の
こ
は
、
そ
れ
と
か
、
色
の
毒
々
し
い
も
の
は
危

を
見
つ
け
た
と
き
に
、

喜
び
の
あ
険
な
ど
と
い
わ
れ
ま
す

。

し
か
し
、

ま
り
舞
い
踊
る
の
で

、

こ
の
名
が
例
外
は
あ
り
ま
す
し
、
地
方
に
よ

付
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

。
そ
っ
て

は
き
の
こ
の
名
前
が
違
う
こ

の
舞
茸
も
、
最
近
は
、
栽
培
物
が
と
も
あ
り
ま
す
。
き
の
こ
に
詳
し

出
回
っ
て
い
ま
す

。

い
人
と

一
緒
に
行
く
か
、
採
っ
た

秋
の
山
に
、
自
然
の
き
の
こ
を
も
の
を
鑑
定
し
て
も

ら

い
ま
し

ょ

採
り
に
行
く
の
は
楽
し
い
も
寸
|

|
」
う

。
素
人
判
断
は
危
険
で
す

。

の
で
す
。
特
に

、

こ
の
と
こ
ろ
一り

一
地

一

♂
人
は
、
きの
こ
狩

の
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー

-

一主
u

一
り
に
か
ご
を
持

っ
て
い
く
こ

ブ
ー
ム
で
、
き
の
こ
狩
り
も
一

川
A

一
と
が
多
い
よ
う
で
す

。

こ
れ

慌
ん
で
す

。

探
っ

た
き
の
こ
一

い
同

一
は

、

保
っ
た
き
の

こ

に
つ
い

を
、
野
外
で

調
哩
し
て
食
べ
一

n
u
一
て
い
る
胞
子
が
、
探
し
回
つ

る
の
も
い
い
も
の
で
す

。

し
一
き
一
て
い
る
聞
に
か
ご

の
ス
キ

か
し
、
毒
き

の
こ
に
は
十
分

「
ー
ー
し

聞
か
ら
地
面
に
落
ち
て
、
ま

に
注
意
し
ま
し
ょ
う

。

昨
年

、

き
た
米
年
、
き
の
こ
が
出
て
く
る
よ

の
こ
に
よ
る
中
毒
は
、
全
国
で
五
う
に
す
る
た
め
だ
そ
う
で
す
。
自

然
を
大
切
に
す
る
心
遣
い
な
の
で

す
ね
。

と
こ
ろ
で
、
十
月
の
行
事
に
、

「
全
国
育

樹
祭
」
が
あ
り
ま
す

。

こ
れ
は

、
森
や
樹
木
を
す

こ
や
か

に
育
て
る
た
め
の
脊
樹
活
動
を
よ

り
活
発
に
し

、
豊
か
な
凶
士

、
っ
く

り
を
進
め
よ
う
と
い

う
も
の
で
す

。

今
年
は
ト
四
日
、
山
梨
県
・
鳴
沢

村
で
行
わ
れ
ま
す

。
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束
村
町
長
が

高
齢
者
訪
問

九
月
十
四
日
、
束
村
町
長
が
町
内

の
九
十
五
歳
以
上
の
方
を
訪
れ
、
記

念
品
を
手
渡
し
、
長
寿
を
祝
い
ま
し

た
。町

内
に
は
、
最
高
齢
の

山
内
シ
マ
さ
ん
(
百

三
歳
)
1

上

林
ー
を
は
じ
め
九
十
五
歳
以
上
の
方

が
、
十
七
名
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す

。

今
後
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
ま
す
。

県
民
健
康
の
日

わ
た
し
た
ち
が
生
き
生
き
と
し
た

楽
し
い
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
は
、

な
に
よ
り
も
ま
ず
「
健
康
」
で
あ
る

こ
と
が
大
切
で
す

。

「

健
康
」
と

「

不
健
康
」

の
わ
か

れ
目
は
、
ふ
だ
ん
な
に
げ
な
く
過
ご

毎
日
の
生
活
習
慣
に
あ

し
て
い
る

、

り
ま
す
。

愛
媛
県
で
は
、
毎
月
十
日
を

「
県

民
健
康
の
日
」
と
し
、
わ
た
し
た
ち

が
家
庭
や
職
場
で
、
月
に

一
度
は
健

康
に
つ
い
て
考
え
、
よ
い
生
活
習
慣

を
と
り
入
れ
、
毎
日
の
健
康
づ
く
り

を

一
層
充
実
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。「

健
康
」
は
自
分
でつ
く
り
出
す

も
の
で
す
。
き
あ
、
今
日
か
ら
健
康

に
つ
い
て
考
え
、
健
康
づ
く
り
を
始

め
ま
し
ょ
う

。

健
康
づ
く
り
十
か
条

一
、
年
に

一
回
は
、
健
康
の
チ
エ
ツ

ク
会
」
し
宇
品
し
ょ
、
っ
。

一
一、

一
日

三
十
種
類
以
上
の
食
品
を

と
り
ま
し
ょ
う

。

三
、
年
齢
と
体
力
に
あ
っ
た
運
動
を

と
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

四
、
睡
眠
と
入
浴
で
そ
の
日
の
疲
れ

を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

五
、
食
事
は

一
日

三
回
規
則
正
し
く

と
り
ま
し
ょ
う
。

六
、
運
動
は
ま
ず
歩
く
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う

。

七
、
ク
ヨ
ク
ヨ

・

イ
ラ
イ
ラ
は
や
め

主
A
F
'しょ
、
7
0

八
、
休
養
は
ご
ろ
寝
よ
り
趣
味
や
レ

ク
レ

l

シ
ョ
ン
で

十
、
タ
バ
コ

と
ア
ル

コ
ー

ル
は
ひ
か

え
め
に

事
業
主
の
皆
さ
ん

労
働
保
険
の
加
入
は

お
す
み
で
す
か

労
働
省
で
は
、
十
月

一
日
か
ら
十

月

三
十

一
日
ま
で
を
労
働
保
険
適
用

促
進
月
間
と
定
め
「
加
入
し
て
き

わ
や
か
笑
顔
に
明
る
い
職
場

」

の

標
語
の
も
と
に
労
働
保
険
(
労
災
保

険
・

雇
用
保
険
)
の
未
手
続
事
業
の

解
消
を
全
国
的
に
展
開
し
て
お
り
ま

す
。

未
手
続
の
事
業
主
の
方
、
労
働
保

険
の
加
入
手
続
き
は
お
早
め
に
/

労
働
保
険
に
つ
い
て
の
ご
相
談

・

お
問
い
合
わ
せ
等
は
、

O

松
山
労
働
基
準
監
督
署

宮
二
五
|
五
八
一
一

O

松
山
公
共
職
業
安
定
所

官
三
二
|
一
O

一
O

ま
で
お
願
い
し
ま
す

。

⑧
⑧
⑧
⑮
 

た方
東宮野 。 か重
崎中 ら信

d・.. ，.両h タ 金町
モヲ長Þ1 辰ツ忠 一 社
(~ ょにノ\夫子重 封全
d，E' 〈Jι è<) を福
建辺::::v"コ さささ 寄祉
~写マヨんんん 付協
、手写色ぬU 下議
一 一一ー 田南下 さ会
40îo置からの健康週間 野 いに
( 10月 10 日 ~1 6 日)窪田林 ま次

しの

一一一タノ〈コは悶丁内で買い ましょう 一一一
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(Îl2&固;重信町定化祭のご寵肉〉
1 1 月 3 日(土)-..， 5 日(月) 場所 町民会館、図書館他

9 10 II 12 2 

9 10 II 12 2 

I~:_ _" ,,-.1 

9 10 II 12 2 
30 

美 〆術展 出 ロ
ロロ 要項

出品種別 ・水墨画

・絵画

・書道

・写真

額

額又は軸表装

全紙以下で額又は軸

四つ切り以上

- 手芸 ・ 陶芸・彫塑 室内展示のできるも

の

・ 児童生徒作品については、各小学校ご

とに募集

-華道 町内華道社中を通じ

て募集

出品資格 町内在住者及び出身者

町内勤務者及び通学者

出品数 一人 l 部門 2 点以内

出品料 無料。 一般(高校生)は無審査とする 。

出品申込 10月 19 日幽迄に。 町民会館に備えである

申込書を、文化協会事務局(町民会館)

へ提出する。

作品搬入 (期日厳守)

10 月 26 日幽-10月 31 日(水)

作品縄出 (期日厳守)

11 月 6 日 (火) 8:30-19:00 

3 

3 

3 

その他 不可抗力による損害については、 主催者

は責任を負わない。

30 

4 5 6 7 8 9 
40 

名作映画会

題名

奇跡の人
$商工会主催

4 5 6 7 8 9 
30 

耳t 議 発 表 会

4 5 6 7 8 9 

事業内容のご案内
事業の名称・期間 ・ 実施場所 ・ 内容

第26回重信町文化祭

* 11/ 3 出ー 11/ 5 聞
* 重信町民会館 ・ 広場、図書館

一一一一事業内容一一一一一

共催者名
協賞者名

(共催)

重信町

[展示部門 1 I 重信町教
-{;(美術展 |育委員会

油彩・水彩 ・水墨画・書道 ・写真・陶芸 ・ 手工

芸 ・ {也

会児童生徒作品展 I (協賛)
絵画 ・ 工作 ・ 書道 ・ 短詩

カ華道 |商工会
食菊花展

食米消費拡大 PRパネル展 |森林組合
公国民年金展

公郵便局切手展 |重信農協
[芸能部門]
会芸能合同発表会(部門代表を選抜し、競演す|ライオン
る 。) I ズク ラフ.

会ふるさと伝ぷ芸能発表会(上林盆踊り H貝、 f也)

カ音楽祭 | 郵便局
カ名作l映画会、子供映画会

商工会主催公手品 |青 年団
M事3苦
食太鼓の競演(県内 5 団体) I 婦人会
食 ロ ック コ ンサ- ~， f也

[文芸部門] 会俳句大会食短歌大会 食川柳大会|その他
[囲碁将棋部門]コ ーナーを設けています。

[夢・イメージア ッ プ部門]
食将来を語る(ホラふき大会)

[パザ一部門] 食郷土料理 会お茶会
-{;(各種団体バザー(商工会、ライ
オ ンズ、婦人会、他)

[講演部門] 食文化講演会

10 

10 

10 
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広報しげのぶ

出場者募集のお知らせ

ホラふき大会
“ゆめ"をかたろう/

日時 11 月 5 日 (月 ) 14: 30-15 : 30 

大会要項 特別きまりはありません。

おおきい 「はなし」 ほど楽しいかも!?

参加申込 10月末日迄に、文化協会事務局(町民会

館)へ 宮64-1500

て些 \
ム

A
Q
一A画 (町民会館)

奇跡の人
11 月 3 日出ヨル 7 : 00-8 : 40 

町民会館大ホール

重信町文化協会、重信町、重信町教育委員会

前売鑑賞券 400円(当日 500円)

先生のつうしんぼ
11 月 4 日 (日) ヒノレ o : 30-2 : 00 
町民会館大ホール

文化講演会のご案内
講師鈴木ひとみ

演題 「車椅子からの旅だち」

日 時 11 月 5 日 (月)

午後 7 時から 8 時30分

場所町民会館

聴講料 前売 300円

〈プロフィール〉

昭和37年大阪に生れる。高校卒業後、三井銀行入

社。 56年準ミスインターナショナル日本代表となり、

58年1月上京しファッションモデルに。その後テレビ

のアシスタントなどをつとめる。 59年交通事故にあ

い下半身不随となる。障害を乗り越え 61年結婚。その

後身体障害者スポーツ大会などで優秀な成績をおさ
める 。 日本テレビ「 タイム 21 J特別番組、車椅子の花

嫁。 の主人公。

ある日突然交通事故にあい絶望のどん底に。しか

し恋人の変らぬ愛に励まされ、第二の人生を歩み始

める。

車椅子の一障害者として現在の福祉、環境等につ

いて 、 また 1 年 7 ヶ月にわたる入院生活と、リハビ

リテーションなど、自らの体験を通じて語る感動の

物語。

または、郷土料理引換券 重信町文化協会発行
俳 句 大 ..0.. 

子供映画会前売鑑賞券または郷土料理引換券 300円 '%t 

開催期日 11 月 4 日 (日) 13:00-15:00 

第26回重信町文化祭ノ三ザー券 選 者 相原左義先生

(商工会共通)
応募数 一人当季雑詠3句で未発表作品にかぎる 。

11 月 3 日 (土) 10: 30- 13 : 00-
応募方法 葉書に投稿者の住所、氏名、電話番号を

11 月 4 日 (日) 11: 00- 13 : 00-
明記し、 10月 19 日働必着で、文化協会事

町民会館前広場 重信町文化協会発行
務局へ投稿する 。

文化祭バザー券(共通) 100円
備 考 当日の席題は、 一人嘱目 2 句以内で未発

表作品にかぎる。

学 校 訪 問 ー・" 案 内
当日投句の締め切りは、 13時。

、-

このたび文部省の指定を受け、 地域の方々と本校児童 短 歌 大 ..0.. 
'%t 

生徒との交流の在り方をめぐっての実践研究の発表会を
開催期日 11 月 3 日佳) 13: 00 -15 : 00 

開催します。

内容は、重信町地区の方々との交流活動が主体とな っ
選 者 中本幸子先生

たものです。学校を開放しますので多数の方々の御来校
応募数 一人当季雑詠3句で未発表作品にかぎる。

をお待ちしております。
応募方法俳句大会と閉じ。

日時 10月 16 日制 10時-16時

2 場所 愛媛県立第二養護学校 )11 相P 大 ..0.. 

3 内容 「心身障害児交流活動地域推進研究」
'%t 

文部省研究指定校成果発表会 開催期日 11 月 4 日 (日) 13: 30-15 : 30 

4 日程 選 者 上岡喜久子 先生

10 :00-10:40 公開授業 宿 題 「他人」 「菊」 「そっくり」の 3 題のそ

10: 50 -11 : 50 交流活動(重信町老人クラブ連合会) れぞれに 2 句を投句する。

ll: 50-12: 50 畳食(学校紹介) 備 考 当日の席題は、 一人 2 句以内で未発表作

13 : 00 -16 : 00 全体研究会 品にかぎる 。
お問い合わせは、 愛媛県立第二養護学校 宮64-2967 当 日投句の締め切りは、 1 3時。

一一一おとなりにあげる安心火の始末一一一
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重信町教育相談室

げ J.;' のし報広

子供の教育上の諸問題や悩みごとなどについて

相談に応じる重信町教育相談室を開設しています。

気軽にご相談下さい。 秘密は厳守します。

月 日 相談員

17 池)11 敏朗

10 24 池)11 邦男

31 水田敏麿

7 大森敬子

14 近藤栄宏
11 
21 高橋謙一

28 近藤良倍

毎週水曜日

13 : 00 -17 : 00 

電話でもよいし、

直接来られでも

かまいません。

話
ま
電
い
の
で
ら
け
か
付
供
受
子
も

す

戸
籍
の
動
き

十
月
十
五
日
届
出

出
生
(
お
め
で
と
う
)

樋上回西田上横筏志田西 住
原j可 i可 i章

口林窪岡窪林 原 川 窪岡 所

弁森高波坂森 仙池 戒遠岡
保門 原 i会中 i皮尻能藤本
議

政義紀 泰直郁哲勝道
者等 利 夫 人勉 三 也 夫 也利目IJ

ひ大理美稚 f有 夏 尚 出
か 崇直 駿 二 生
る有1 i少咲 ー 司 菜 .e゚  児
8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 7 生年月
20 20 19 17 17 12 10 10 8 7 22 日

下回横随上牛北横
河 野原i可 l

林 f湿原口 村前l 田 | 

野道佐松永高市 大城
中交々本野 西 戸

正 二浩信木 信 真光
利郎敬 夫通勝 一 司

智結 経稚健悠
頻 軍三
裕香 子 也 司菜

9 9 8 8 8 8 8 8 

3 2 29 28 25 24 22 21 

死

t
(
お
悔
み
)

志見回志牛牛 山田下樋北
津奈 � 之 野
川 良窪 川 測測内窪林口問

伊大杉 ー 上前立東野豊相原
藤西原橋野平花 中地
ミヤ タ 、ソ

ヤス利シ義夫 敬車ケ ブ ユ
子ヨ武ゲ 一 司子旭ン子

83 86 73 91 80 61 42 72 43 91 64 

9 9 9 9 9 9 8 8 888  

12 12 11 10 9 5 30 24 23 21 18 

図書館 3 階

64-3437 

樋積憾牛 住
i可

口原口減l 所

H月下手日竹本 氏星坂田
サ
カ政チ

名ヱ人ヱ稔

年
80 80 79 66 

令

8 8 8 8 要E
亡

17 14 13 9 
σコ
日

事者 Ili手間 | 場所
当番医 北上整形外科松山市平井町 宮75 - 3753
健康相談(尿検査も行います) 24 日まで|各 地 区
インフルエンザ予防接種① 1 

(対集上林保・小・ 3才以上の 1 14:00-14:30 1 上林公民館
教) 1 1 

心配ごと』風教 1 _l 3. : 0.0~W_OO_.1役場会議室
中央料理教室 [ :: ~: :�:�:':: i:z;:õö::I町民一合一位
ポリオ生ワクチシ投与一
l 回目 H 2.2.1-

H 2.6.30生まれ
2回目 H元 .7 .1 -

H2 . 1. 3 1生まれ
及ぴ4歳未満未投与者
当番医 宮内病院
離乳食学級
(H2.2月， 3月 生 まれ) 1 学級 1 4 ・ 00- 15:初
3 種混合予防接種(2) 1
(S 63 , 1.1-S63 , 6 ， 30生まれ 114:00 -1 4:30
及び4歳未満の未後種者)
インフルエンザ予防接種ω
(南吉井小 ・保・ 第二保・重幼・ 1 14: 00-14 ・ 30 1 南吉井小体育館
3歳以上の一般) 1 

HT県民税務3刷、園民健康保磁説第証銅、;iK逼料量制itii段 ー 一 一
イン 7ルエ ンザ予防接種(D 1 , A '''A _ 1 A .")('¥ I 1 14:00-14:301 拝志小体育館(仔志保・小 ・ 3歳以上の}般) I 1""1' .VV L""t ... JV I 
文化の日 ごみ収集休みます。 8 日同に出して下さい。

3 出〔善福l詩草信町itit役一一[jU:õ二 ー 一一一[ 画「 一民ーさを一 一億一 l
l 当番医 永山内科一 一一 松一山市北一橋本町 宮76-1788

4(印|当番医 渡部内科 絵山市南梅本町 n75-2232

5 (fl)暗号若君主 IW郊ご!?議|寄主公ま語
心配ごと相談 ・ 行政相談 1 1 3:00- 1 5 ・ 00 1 役場会議室

I' T~γがギジザ子船長種0・…r .. . . . .. . ......... ..'[ 
8 同 I /,: .::..~t. ;~ '11f/::~lJ.~~~1 L I , A • '''' 1 A • <1n I (北青井小 ・幼・双葉保・ 3歳以上 1 1 4 :00-14 : 3 0 1 北吉井小体育館

のー 般)
胃がん検診 I n. ~T\ 1 .̂ ̂ " I 
11f.l 1'-' 明世品 1 8:40-10:001 町民会館

9樹 1.. ~1峨以よりト民1. . .. . I. . ， ~. '. ~.~ .. .: .~' .~~. . I 
子宮頚がん検診 I , "l'̂̂ • 1 A '''A I 川 1 13: 00 --' 14 : 00 1 1/ 
(30歳以上の住民) I .a.�.vv J_"T.vv I 

lln l(日) 1 当番医 中川外科・内科松山市南梅本町 宮76 一 7811
|コーミ収集休みます。 15 日嗣に出して下さい。

12U~) 1 不用犬胃上体みます. . _l ~J!j関与達一れl琴τT弓い旦
|当番医-- - -- -重信;ク ijニ ッ ク 志津川 n64ー 1188

|住民結核検.診、 二次検診 |舎一一 一一 地一 一 ... J~..I
1 剖刈|イン 7 1~エンザ予防緩種.(i) '-'T -: ~- .- ~-;---~ -~ '''~~' - I 
I /:~:.1~ 0';"'t)~ 1 ~ ，r~~130:\ 114:00......14:30 I 上林小体育館|(上林小・保・ 3議以上の一般) I .l"to¥JV .l".ﾙV I 
IJ.J;全1事険消費税籾殻 1...9.:. 9.0~ p :.~0. .1萌工e 会~草ー

14附 1 1 Î;長6 ヶ月冗健康診査 I , "l'̂̂ 1 A ''''1'¥ I I ~~":"~_ / n/~ .I~ ~~ .i':_~ I 13 :00--14 ・ 30 1 開
(H元 .3月， 4月生まれ) I .L¥J. VV .I,'...JV I 
乳冗健診
(H2.1 月， 7月生まれ)
住民結核検診・二次検診
胃がん検診 I n' AA  1 "'''F¥ I 1 8:40-10:001 町(40歳以上の住民) I u.....v ..LV.vv I 

18耐|当番医 上岡小児科松山市北梅本町
月 119(月)' 1 中央料理教室 1 9:00-12:001 町

1 3 種混合予防接種③ t
( S63 ，し I-S63.6.30生まれ
及び4歳未満の未接種者)
イノ 71~エンザ予防接種窃
(南吉井小・保・第二保・重幼 ・
3歳n上の一般)

心配ごと相談 .1..13 ・ 9.0~W.Q9.. 1 食長支語豆 1
22附|イーンフルエンザ予防接尚 一 T -,- ~ - ..~-; ._.-~ -~ -. -~~" I 

1 14:00-14:30 1 拝志 小体育館(jf志小・保・3歳以上の一般) I L'"t .VV J."I".vv I 
1 勤労感謝の日 ごみ収集休みます。 27 日 (;k)に出して下さい。

23樹|当番藍--- - --薗主謀養所愛媛ー病院一議前頭… ï~'-64斗4ü l
25(日) 1 当番医辻井内科 田 窪 n64-0013 1
26開) 1 健康相談 28 日まで |各 地 区

l イ ンフルエ ンザ干防按掩① 1 ,. 'nn ,.. on  1 1 " ,,.-, , '''''''.''''-' 114 :00-14:301 町民会館
30幽 1 1"'vv n.vv 1 

| I亘氏優)康保険診ι矧納iJÜf政ー 一 一 一

1'T 日

2 1(日)
22例)

月

日時

場所

電話

方法

E官

1/ 

n75-0091 

民会

/1 

14:00-15:00 

松山市北梅本町
受付13:30-14:00

日T

24(樹

25附

30ω 

28(日)

10 

rJ I 29(月)

3H水)

2 樹

区

館

民会

1/ 

I也

民会

T 

各

13: 30-14: 30 15榊

16幽

17出

、v

n76-8000 
百三γ百

1/ 

南吉井小体育館

14:00-14:30 

14 :00-14: 30 

20(刈

2 1 (相
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